


　睡眠時無呼吸症候群 (SAS：Sleep Apnea
Syndrome)とは、睡眠中に10秒以上の呼
吸停止が5回以上繰り返される病気です。
主に、いびきや日中の眠気、熟睡感がない、
起床時の頭痛などの症状があります。
　また、SASは下記のような生活習慣病と
密接に関係しており、放置すると生命の危
機に及ぶこともあります。
　SAS特有の眠気は交通事故を起こす危険
もあり、早期に適切な治療をすることが大
切です。

　PSG検査はSAS検査の中で最も精密
な検査方法であり、クリニックの睡眠セ
ンターで１晩就寝いただき、脳波や筋電
図、胸部の動き、血中酸素量等を調べま
す。睡眠中の呼吸状態や脳波を詳しく解
析し、その後の治療方法を検討します。
　多くのセンサーを取り付けますが、痛
みはありません。また夕方から翌朝まで
１泊の入院ですので、お仕事を休まず検
査を受けることができます。

　CPAP療法は鼻に装着したマスクから空
気を気道へ送りこむことによって空気の通
り道を塞がないようにし、無呼吸を取り除
く療法です。
　いまや睡眠時無呼吸症候群（SAS）を予
防するのに最も重要な治療法となっていま
す。当院の呼吸器内科で専門医が診療に当
たります。


